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お知らせ 「社会起業家育成プログラム」スタート！ 

龍谷大学学生ベンチャー育成事業実施 20年目の節目となる本年は、“誰一人取り残さない”持続可能な社会に向けて、社会問

題を身近なところから考え、ビジネスの手法での解決を目指した「社会起業家育成プログラム」を実施しています。 
 
初日となる 8 月 5 日（水）は、深尾昌峰 Ryukoku Extension Center 長から、起業を志す学生に限らず、誰もがアントレプレナ

ーシップ（起業家精神）を持つ必要があること、これからの社会において、様々な社会問題とチャンスが広がっていることについ

て、全国と近隣自治体の高齢化率や社会保障費の増加、食料の需給等様々なデータを基に説明がありました。 
 
また、社会問題を解決するための価値を創造するには、観察と的確な課題設定が必要であることから、そのためのヒントとなる

「15 の視点」について、ショートケースを用いて説明がありました。 
 
本プログラムは、今後 11 月 7 日（土）までの全 8 日間で展開されます。 
学生自身が経験したことのない社会問題に直面した人々の生き方に触れることで、世界がチャンスに満ち溢れ、楽しい、わくわ

くするものであることを感じ、具体的な行動への一歩を踏み出す内容となるよう、注力していきます。 
 
  

お知らせ 後期より手話講座の対面式講座が再開します！ 

社会福祉法人全国手話研修センターとの連携協定に基づき、2019 年度より開始している手話講座。今年度前期は新型コロナ

ウイルスの影響を受け、オンライン講座としてスタートすることとなりました。「手話入門講座」「手話コミュニケーション講座」「手話

通訳講座」の約 30 名の受講生（本学学生）は画面越しに手話を

学んでいましたが、この後期より、フェイスシールドの着用等、感

染症対策を行った上で対面式の講座が再開します。 
「手話コミュニケーション講座」は 9 月 19 日（土）に開講、「手話

通訳講座」は同月 26 日（土）に第 1 回目を予定しています。 
障害者基本法において「手話が言語」であると定義されるな

ど、今後ますます手話通訳等の意思疎通支援者への質的、量的

ニーズが高まる中、学生たちは楽しみながら、聴覚障害に対する

理解を深め、手話言語・手話通訳を学び、全国手話検定試験等

の合格を目指します。 

 



 

REC News Letter は毎月発行。 
次回は 10 月 25 日頃発行します。 
※バックナンバーは下記よりご覧下さい 
https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/news_letter-3/ 
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ご報告 
REC イノベーションカレッジ 公害防止管理者（水質関係）資格試験「受験対策

講座」をオンラインで開催しました！！ 
8 月 25 日（火）～29 日（土）、REC イノベーションカレッジ 公害防止管理者（水質関係）資格試験「受験対策講座」をオンライン

で開催しました。 
REC では、主に製造業に従事される技術者の方々の学び直しの機会として、本学の知見やネットワークを活用したリカレント教

育「REC イノベーションカレッジ」を開催しています。本講座は、10 月に実施される「公害防止管理者資格試験（水質関係）」の受験

を予定されている方々を対象に開催しました。 
公害防止管理者（水質関係）は、公害を防止するための技術的事項を管理する際に必要な資格であり、これらの有資格者の人

材育成は、工場等を操業する企業にとってはもちろんのこと、環境に配慮した地域産業を振興していくためにも必要な取り組みで

す。 
今年度はオンラインでの開催となりましたが、過去の出題傾向を分析した独自の資料を活用する等、講師の熱意、工夫により、

資格試験合格に向けた有意義な講座が実施されました。 
本講座を受講いただきました皆様が資格試験に合格し、各事業所等でご活躍されることを心より念じております。 
 
 
 

ご報告 
福祉フォーラム 第 24 回専門セミナー「社会福祉現場におけるオンラインミーティン

グのファシリテーション～『これでいいのかな？』から『これでいこう！』へ～」を開催し

ました！！ 
8 月 29 日（土）と 9 月 12 日（土）の両日、オンラインで第 24 回専門セミ

ナー「社会福祉現場におけるオンラインミーティングのファシリテーション～

『これでいいのかな？』から『これでいこう！』へ～」 をオンライン（Zoom）で

開催しました。 
新型コロナウイルスの影響により、社会福祉の現場でもオンラインでの

援助活動や会議が行われるようになりました。しかし、事例検討会やケース

会議、専門職研修など、グループワークを伴ったり、センシティブな個人情

報を取り扱ったりする場では、その場の持ち方や進行方法、情報管理方法

の具体策がわからず、会議や活動を中止または延期とする動きも一部で

見られます。 
そこで、第 1 回講座では基礎編としてオンライン会議のための各種ツー

ルの基本的な活用法に触れつつ、会議の中で「拡散・混沌・収束」の各過

程における工夫点を学ぶとともに、第 2 回講座では専門編として基礎編の

内容を踏まえながらコミュニケーションが活発なオンライン会議を実現する

ポイントをファシリテーションの専門家から学ぶことができました。 
定員をはるかに超える申込があり、参加者からは、「参考になった。職場

で活用していきたい」「今後の取り組みにつながるヒントをたくさんいただけ

ました」などの声が寄せられ、実りあるセミナーとなりました。 

 

【水質概論等担当】 

一般財団法人関西環境管理技術センター  

測定分析部 評価課 課長 柴谷 尚男 

 

 

【水質有害物質特論等担当】 

先端理工学部 環境生態工学課程 

桧尾 亮一 実験講師 


